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Ⅰ．はじめに
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〈社会の変化〉
・近年、少子高齢化や核家族・単独世帯の増加による暮らしの変化、情報社会の進展やコロナ禍の影響など、社会の環境や価
値観が急激に変化しています。
・長野オリンピック・パラリンピックの開催から23年が過ぎ、スポーツを取り巻く情勢も変化を続け、スポーツの果たす役割や意義がます
ます重要になってきています。
・国は、平成23年６月に「スポーツ基本法」を制定し、この規定に基づき「スポーツ基本計画」を策定しています。平成29～令和3
年度を計画期間とする第２期「スポーツ基本計画」では、
　　「人生」が変わる！：スポーツで人生を健康で生き生きとしたものにできる
　　「社会」を変える！：共生社会、健康長寿社会の実現、経済・地域の活性化に貢献できる
などの政策が掲げられ、「スポーツ人口の拡大」と、「活力や絆の強い社会」を創ることが目指されています。

〈長野市・プロスポーツチームによるスポーツ振興の状況〉
・長野市では、「スポーツ基本法」に基づき、「長野市スポーツ推進計画」を策定するとともに、第五次長野市総合計画の政策の１
つに「スポーツを軸としたまちづくりの推進」を位置づけ、「だれもがスポーツを楽しめる環境づくりの推進」、「スポーツを通じた交流拡
大の推進」に関する施策・事業を展開しています。
・また、長野市では、AC長野パルセイロ、AC長野パルセイロ・レディース、ボアルース長野フットサルクラブ、信州ブレイブウォリアーズの
４つのプロスポーツチームが活動しています。プロスポーツチームは、スポーツ人口やスポーツを通じた地域の活力や絆の拡大に呼応
しながら成長する組織となっており、ホームタウン事業を通じて、地域に根差したスポーツ振興に取り組んでいます。

〈さらなる「スポーツを軸としたまちづくり」に向けて〉
・プロスポーツチームは、  「スポーツ人口の拡大」、「活力や絆の強い地域社会」を実現していくことでチームが成長するという一面
があります。
・４つのプロスポーツチームを有するという、地域の特徴を活かしながら、これまで以上に「スポーツを軸としたまちづくり」を推進して
いくためには、プロスポーツチームと行政との十分な連携体制を構築していくことが求められます。

〈ビジョンの策定〉
　以上の背景を踏まえながら、本市のスポーツをさらに発展させていくために、ホームタウンNAGANOまちづくり連携推進ビジョンを策
定します。

１．本ビジョンの背景と目的

（１）背景



長野市
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・４つのプロスポーツチームと長野市が、効果的かつ効率的に連携して「スポーツを軸としたまちづくり」に取り組むため、目的
を次のように定めます。

　①共通の目標を設定すること
　②共通の目標を達成するための活動の方向性を示すこと
　③活動の成果を適切に評価し、活動を改善していけるようにすること
を目的として「ホームタウンNAGANOまちづくり連携推進ビジョン（以下、本ビジョン）」を策定します。

（２）目的

４つのプロスポーツチーム

「スポーツを軸としたまちづくり」のイメージと本ビジョンの目的

現状

連携

目指すまちの姿
（ビジョン・ミッション）

➀目標を設定
すること

②目標を達成
するための活動
の方向性を示す
こと

③活動の成果
を適切に評価し、
活動を改善して
いけるようにする
こと

AC長野パルセイロ
AC長野パルセ
イロ・レディース

ボアルース
長野フットサルクラブ

信州
ブレイブウォリアーズ

達
成
に
向
け
た
活
動



5

・本ビジョンの内容のうち、令和４～８年度の長野市が実施する活動（施策・事業）は、第三次長野市スポーツ推進計
画と整合をとりながら、着実に推進していきます。

・本ビジョンの計画期間は、第三次長野市スポーツ推進計画に合わせ、令和４～８年度の５年間とします。
２．本ビジョンの計画期間

３．本ビジョンと長野市スポーツ推進計画との関係

R4 R5 R6 R7 R8

本ビジョンと関連計画の計画期間

ホームタウンNAGANO

まちづくり連携推進ビジョン
＜プロスポーツチーム×長野市＞

長野市が実施する活動

第三次長野市
スポーツ推進計画
＜長野市＞

整合

本ビジョンと長野市スポーツ推進計画の関係

スポーツまちづくりの連携推進ビジョン

プロスポーツチームが
実施する活動

計画表紙を貼る
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Ⅱ．長野市のスポーツの状況
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１．「する」スポーツの状況

・「スポーツ活動を行っている成人の割合」は、週１回以上・週３回以上ともにほぼ横ばいの推移となっています。
・「スポーツ教室参加者数」は横ばいとなっています。競技団体や市スポーツ協会主催の教室への参加者数は、平成25年
度以降、増加傾向にありましたが、コロナ禍の影響を受けて令和元年度、令和２年度は減少しています。
・「スポーツ交流事業の参加人数」は…
・「スポーツや運動を気軽にできる環境が整っている」と思う市民の割合は50.0%程度で推移しております。

スポーツ活動を行っている成人の割合

スポーツ教室参加人数 「スポーツや運動を気軽にできる環境が整っている」と思う市民の割合

スポーツ交流事業の参加人数

52.8 51.8 53.8 51.4 
56.1 59.1 

54.7 55.9 56.1 
59.9 59.9 
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出典：長野市　市政概要
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２．「観る」スポーツの状況

・「４チーム合計の年間観客動員数」は、平成28年以降、減少傾向となっています。
・「観戦者満足度」は全体では77.1％（非常に満足+まあ満足）となっています。
・「観戦に家族や友人を勧誘し、連れてきたことがある」割合は全体で67.5％と半数以上になっています。
・チームに対する思いや影響では、応援を通して仲間ができ交流が広がっているが全体では40.6％となっています。

4チーム合計の年間観客動員数

観戦者満足度 チームに対する思いや影響

12.6%

29.2%

39.0%

30.2%

24.9%

47.8%

52.8%

45.1%

57.1%

52.2%

20.1%

10.4%
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AC長野パルセイロ(n=293)

AC長野パルセイロ・レディース
(n=106)

ボアルース長野(n=82)

信州ブレイブウォリアーズ(n=364)

全体(n=845)

非常に満足 まあ満足 どちらともいえない あまり満足していない 満足していない 54.3%

51.2%

53.2%

41.3%

43.0%

14.3%

68.9%

44.3%

49.1%

34.0%

43.4%

18.9%

51.2%

58.5%

57.3%

54.9%

45.1%

36.6%

69.5%

56.3%

63.7%

38.7%

54.4%

28.3%

62.4%

53.3%

57.6%

40.6%

48.2%

23.1%

0% 50% 100%

チームはこの街の誇りだと思う

チームを応援することは生きがいだ

チームの試合を見に行くことが心身の

健康につながっている

チームの応援を通して仲間ができ_交
流が広がっている

チームの観戦が仲間や家族と出かけた

り_食事をするきっかけになっている

チームの応援がきっかけとなり_自分で
もスポーツをやってみたいと思う

AC長野パルセイロ
(n=293)
AC長野パルセイロ・
レディース(n=106)
ボアルース長野
(n=82)
信州ブレイブウォリ

アーズ(n=364)
全体(n=845)

74.4%

56.6%

62.2%

66.2%

67.5%

15.4%

21.7%

25.6%

20.3%

19.3%

10.2%

21.7%

12.2%

13.5%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

AC長野パルセイロ(n=293)

AC長野パルセイロ・レディース
(n=106)

ボアルース長野(n=82)

信州ブレイブウォリアーズ(n=364)

全体(n=845)

誘ったことがあり、実際に連れてきたことがある

誘ったことがあるが、実際に連れてきたことはない

誘ったことはない

観戦に家族や友人を勧誘し、
連れてきたことがある

出典：長野市内でのプロスポーツ観戦に関するアンケート調査
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ボアルース長野フットサルクラブ

信州ブレイブウォリアーズ



データ確認中
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３．プロチームの経済波及効果

・初期需要として消費された20.1億円が直接生み出した生産活動（直接生産誘発額）は13.5億円、それらによって生
み出された生産活動（1次生産誘発額）が3.8億円、それまでの過程で発生した雇用者所得により生み出された消費と
生産活動（2次生産誘発額）が2.5億円、直接生産誘発額から2次生産誘発額までの合計（総合波及効果）は
19.8億円となっています。
・観戦に伴う観戦者1人あたりの消費額平均は、合計で3,034円となっています。
・

観戦に伴う1人あたりの消費額 サポートショップ数

出典：長野市内でのプロス
ポーツ観戦に関する
アンケート調査

データ確認中

地元企業とのコラボ商品開発点数

689

376

1,019

950

0 300 600 900 1,200

交通費

会場来訪前の購入費

会場内での飲食費

試合後の購入費

(n=845)

（円/人）

データをみて掲載するか検討

プロチームがあることによる経済波及効果（2021年シーズンの各チームの合計）
【用語解説】
Ａ 新規需要額：プロチームの試合およびクラブ運営によって市内に新たに引
き起こされた消費支出の総額
Ｂ 直接生産誘発額：Ａのうち、長野県内の生産によってまかなわれる額
（自給される分）
Ｃ １次生産誘発額：直接生産誘発額によって引き起こされる県内全産業
に対する影響の総額
Ｄ ２次生産誘発額：１次生産誘発額までの過程で生まれた所得によって
引き起こされる消費とそれに伴う生産波及の総額
Ｅ 総合波及効果：Ｂ～Ｄの総計

E 総合波及効果（B+C+D）
19.76億円

B　直接生産誘発額
13.45億円

C　1次生産誘発額
3.84億円

D　2次生産誘発額
2.47億円

A　新規需要額
20.09億円

間接的に引き起こされる
波及効果

県内産業への
直接的な効果

新たに生み出された
消費



プロチームにデータ確認中
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４．「つながる」スポーツの状況

・スポーツを支える活動（ボランティア活動など）を行った割合は13.0％と低くなっています。今後行いたいかについては、
26.0％が行いたいと回答しています。

スポーツを支える活動（ボランティア活動など）の状況と
今後の意向

プロチーム試合運営等へのスポーツボランティア参加延べ人数

13.0 87.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=978)

行なった 行っていない

26.0 70.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=942)

今後支える活動を行いたい 今後支える活動を行ないたいと思わない

出典：長野市スポーツに関するアンケート調査（令和3年）

［コロナ禍以前の1年間に支える活動を行ったか］

［今後の意向］



11

Ⅲ．目指すまちの姿



スポーツで「人」と「まち」のポジティブサイクルがまわる長野
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１．ビジョン（長期目標）

　・スポーツに関わる「楽しみ」や「生きがい」が増えていく
　・スポーツでつながりながら地域と共に「成長・発展」が創出されていく
　・スポーツを通じて「地域ブランドの向上・地域愛の醸成」や「地域経済の拡大」が進んでいく
これらの状態を同時に実現し、相乗効果を高めていくことで、
　・「だれもが気軽にスポーツに触れ・楽しめる」⇄「スポーツでまちが元気になる」のポジティブサイクル
（好循環）をつくります。

ビジョン

・本書では、４つのプロスポーツチームと長野市が連携して、中長期的に目指す状態のことをビジョンと呼びます。
・ビジョンの内容を以下に示します。

成長・発展

⇄
人

だれもが気軽に
スポーツに触れ・楽しめる

まち
スポーツで

まちが元気になる

ポジティブサイクルのイメージ

楽しみ

生きがい

地域ブランドの向上
地域愛の醸成

地域経済の
拡大

成長・発展
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２．ミッション（令和８年度での実現を目指す目標）

ミッション１

・本書では、ビジョンを実現に向けて、５年後に達成することを目指す大きな目標のことをミッションと呼びます。
・ミッションの内容を以下に示します。

4チーム合計の年間観客動員数 36万人

プロチームがあることによる市内への経済波及効果 40億円

スポーツ実施率 65％

ミッション２

ミッション３
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３．連携事業の方向性

・ミッションを達成するために必要となる「市民・ファンの意識・行動変容」と「まち全体への波及効果」と、ミッションとの関係性
を整理します。

す
る

観
る

運動・スポーツを始める
きっかけづくり

スポーツ人口の拡大

4チーム合計の
年間観客動員数
36万人を達成

プロチームがあることによる
市内への経済波及効果

40億円を達成

スポーツ実施率
65％を達成

つ
な
が
る

ミッションの達成に向けたロジック・モデル

市民・ファンの意識・行動変容 まち全体への波及効果 ミッション

運動・スポーツの習慣化

観戦のきっかけづくり

充実した観戦体験の提供

拠点・コミュニティの形成

にぎわいの創出

スポーツボランティア活動の
促進

地域の事業者との連携の
推進

ボランティアの継承

市内での消費拡大

交流人口の拡大
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Ⅳ．目指すまちの姿を実現するための活動
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施策１　運動・スポーツを始めるきっかけづくり
• 「サッカー教室」「バスケット教室」「フットサル交流会」等のスポーツ教室
を開催し、あらゆる世代が参加できる内容とします。 ● ● ● ◇

• スポーツフェスティバル（市主催）を開催します。 ◇ ◇ ◇ ●
• スポーツイベント（チーム主催）を開催します。 ● ● ● ◇
• 学校・保育園で、運動教室を開催します。 ● ● ● ◇

１．主な連携事業の内容

す
る

観
る

市民・ファンの意識・行動変容

●スポーツ人口の拡大

まち全体への波及効果

●ボランティアの継承

●市内での消費拡大

凡例
実施主体　　　●
調整・補助等　◇

施策２　運動・スポーツの習慣化
• 日常生活の中でも気軽に運動ができるコンテンツを作成し、スポーツ
フェスティバルや試合等での活用を検討します。 ● ● ● ◇

• 総合型地域スポーツクラブ等と連携して運動指導を行います。 ● ● ● ◇
• 部活動の適正化への対応を検討していきます。 ◇ ◇ ◇ ●
• 競技団体による年齢別のスポーツクラブ活動の活動を支援していきます。 ◇ ◇ ◇ ●

施策３　観戦のきっかけづくり
• 小学校の社会科見学等でプロチームを積極的に活用していきます。 ◇ ◇ ◇ ●
• ホームタウンデー等のイベントを連携して実施し、まち全体のスポーツに
対する機運を高めます。 ● ● ● ◇

つ
な
が
る

施策４　充実した観戦体験の提供
• プロチームの試合会場となるスタジアム・アリーナの設備を充実し、わくわ
くする演出、リプレイ・解説等を充実し、誰もが観戦を楽しめるようにして
いきます。

● ● ● ●

• 長野駅をはじめとする、スタジアム・アリーナへの直行シャトルバスの発着
拠点を充実など、誰もが試合を見に行きやすい環境を整えていきます。 ● ● ● ◇

施策５　拠点・コミュニティの形成/にぎわいの創出
・商店街等と連携し、観戦前後の交流の場づくりを進めます。
　また、市内の魅力的な飲食店等の情報発信を充実していきます。 ● ● ● ◇

・ファンの交流拠点やグッズの販売拠点を充実し、スポーツを通じた仲間
 づくりやプロチームに触れやすい環境づくりを推進します。 ● ● ● ◇

施策６　交流人口の拡大
・観戦と宿泊を組み合わせた企画チケット等を通して、相手チームファン
　が長野市を訪れ・滞在しやすくします。 ● ● ● ●
・相手チームファンへの観光情報の発信を充実し、市内での消費拡大を
　図ります。 ● ● ● ●

施策７　スポーツボランティア活動の促進
• やりがいや充実感を感じられるスポーツボランティアの場をつくりながら、
生きがいづくりや仲間づくりを応援します。 ● ● ● ◇

• ボランティア間の連携を深めるため、情報交換の場づくりを検討します。 ● ● ● ◇
• 大学と連携し、学生が様々な体験を通して成長できる場を提供します。 ● ● ● ◇

施策８　地域の事業者との連携の推進
• 地域経済の拡大を目指して、プロチームとスポンサー企業とのコラボ商
品の開発や販売を推進します。 ● ● ● ◇

• 試合会場において、地域の特産物等の販売を充実していきます。 ● ● ● ◇



施策 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

施策１
運動・スポーツを

始めるきっかけづくり
　 　 　

施策２
運動・スポーツの

習慣化
　 　 　

17

２．令和４～８年度の連携事業のロードマップ

（１）「する」スポーツの推進

スポーツ教室（プロチーム主催）の開催

「大人のサッカー教室」の企画・運営
（働く世代をターゲットに平日・夜に実施する）

「フットサル交流会」の企画・運営
（試合前後に実施する）

「個人フットサル」の企画・運営
（平日・夜に実施する）

市が共催し、会場確保・情報発信（広報ながの）を支援

スポーツフェスティバル（市主催）の開催

選手の派遣
（新規層の開拓を行う）

スポーツイベント（チーム主催）の開催

市が共催し、
会場確保・情報発信を支援

企画・運営

学校・保育園での運動教室の開催

運動指導

一緒に踊れるコンテンツの作成

誰もが気軽に運動できるコンテンツ
の作成

一緒に踊れるコンテンツの発信・活用

試合等で活用 15時の体操で活用
HP等で発信

コラボ方法の検討

プロチームとクラブ
の引き合わせ

総合型地域スポーツクラブ等
と事業連携の手法を協議

総合型地域スポーツクラブとの連携

運動指導

子ども達の練習拠点確保の検討

学校施設の活用に向けた庁内調整
プロチームとの情報共有

年齢別の練習拠点確保の検討

市が管理をやめる施設に関する
情報の整理、プロチームとの共有

施設の活用
可能性を検討

部活動の適正化への対応の検討 年齢別クラブチームの運営

事業化の検討 事業の運営

AC長野
パルセイロ

ボアルース
長野 市信州ブレイブ

ウォリアーズ

有識者等に監修を打診

「バスケット教室」の企画・運営
（小学生）

企画・運営

企画
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（２）「観る」スポーツの推進
施策 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

施策３
観戦のきっかけづくり 　 　 　

施策４
充実した

観戦体験の提供
　 　 　

施策５
拠点・コミュニティの形成/

にぎわいの創出
　
　

　
　

　
　

施策６
交流人口の拡大 　 　

　
　
　

小学生を試合へ招待等

ホームタウンデーの共同企画

連携事業の企画・運営
（無料チケット、スタンプラリー等）

情報発信
（共同パンフレット等）

学校教育との連携を検討

小学校の社会科見学等でのプロチーム
の活用、試合観戦を検討

チケットの提供等 社会見学等の実施

スタジアム・アリーナの設備の充実

Wi-Fiの整備、大型ビジョン・LED照明の設置等

スタジアム・アリーナまでの移動の利便性向上

長野駅からの直行便の確保 シャトルバスの発着拠点・駐車場の開拓
（観戦者の拡大に対応）

運行経費の一部を助成
（中心市街地のにぎわいづくり）

市内スポーツショップでのグッズ販売

グッズの供給

販売方法の調整

販売方法の調整スポーツショップとのマッチング

サテライトショップの共同運営

サテライトショップの共同運営

長野駅周辺の販売拠点の開拓（パートナー探し）

商工労働課・商工会議所等と連携してパートナー探し

商店街等を応援するプロジェクト（商店街等のPRの実施）

各種情報発信媒体を活用した商店街等のPR
（観戦者への割引、選手がSNSで発信、のぼり旗等）

商店街等のPR（送客）の仕組みづくり

送客能力の測定
活用できる情報発信媒体の整理

商工会等への情報提供
商店街とのマッチング

相手チームファンへの観光情報の発信

各種情報発信媒体を活用した観光情報の発信
（長野コンベンションビューローのHPをリンク、試合で配布するパンフ、選手がSNSで発信等）

相手チームファンへの試合チケットと宿泊とのセット販売企画チケットの検討

連携事業者と
企画チケット内容を調整

宿泊事業者との
マッチング

企画チケットの販売

AC長野
パルセイロ

ボアルース
長野 市信州ブレイブ

ウォリアーズ

関係者と引き合わせ

効果検証・企画の改善 効果検証・企画の改善

スタジアム・アリーナまでの移動の見直し検討

関係者と協議関係者と協議

設備を活用した観戦体験の充実



分野 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

施策７
スポーツボランティア

活動の促進
　 　 　

施策８
地域の事業者との

連携の推進
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（３）「つながる」スポーツの推進

大学との連携

ボランティア団体との連携

やりがいづくり、ニーズに合った関わり方づくり、
お弁当・チケット等の配布、選手との交流

ボランティア団体等
との引き合わせ

AC長野
パルセイロ

ボアルース
長野 市信州ブレイブ

ウォリアーズ

学生の体験の場の提供
単位認定等の連携

大学等への声掛け

スポンサー企業とのコラボ商品開発

農家との連携

特産物を会場で販売 農家・農業法人
との引き合わせ

コラボ商品の開発・販売

ECサイトで販売

観光・商工事業者
との引き合わせ
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３．本ビジョンの進捗管理

・ビジョンを実現するための活動効果を最大化することを目的とします。
（１）進捗管理の目的

・プロチームと市が対話しながら、PDCAサイクルをまわしていくことを基本とします。
・毎年、8～9月に前年度下半期～当年度上半期の活動を振り返り、活動の改善点を洗い出した上で、
　翌年度の活動計画（案）を作成します。
・毎年、2～３月に指標の最新値を確認し、成果につながるよう翌年の活動計画を精査し、決定します。

（２）進捗管理の方法

・指標は「する」「観る」「つながる」のそれぞれに設定します。ミッション・ビジョンの実現に向けた指標設定の考え方（ロジック・
モデル）を以下に示します。

（３）指標の設定
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（４）指標一覧

（基準値の空欄は市・プロチーム数値確認中、目標値は次回のグループワークで検討する）

基準値 目標値
出典 2021年 2025年 単位

まちづくりアンケート 59.9（R2) 65.0% ％
各プロチーム 103,298 360,000 人
独自調査 1,976 3,970 百万円

指標 出典 2021年 2025年 単位
「スポーツや運動を気軽にできる環境が整っている」と思う市民の割合 長野市市民アンケート ％
観戦をきっかけに自分もスポーツをやってみたいと思う 観戦者Weｂ調査 23.1 ％
観戦者の満足度・チーム平均 観戦者Weｂ調査 77.0 ％
プロチームがあることが街の誇りである 観戦者Weｂ調査 62.4 ％
プロチームを応援することが生きがいだ・チーム平均 観戦者Weｂ調査 53.3 ％
未観戦者を誘って、連れて行ったことがある・チーム平均 観戦者Weｂ調査 67.5 ％
観戦が心身の健康につながっている・チーム平均 観戦者Weｂ調査 57.6 ％
プロチームを応援することが生きがいだ・チーム平均 観戦者Weｂ調査 53.3 ％
観戦が交流や仲間づくりにつながっている・チーム平均 観戦者Weｂ調査 40.6 ％
観戦が外出や食事をするきっかけになっている・チーム平均 観戦者Weｂ調査 48.2 ％
試合後の一人当たり飲食消費額 観戦者Weｂ調査 1,020 円
プロチーム試合運営等へのスポーツボランティア参加延べ人数・チーム計 各プロチーム 人
サポートショップ数・チーム計 各プロチーム 店

指標 出典 2021年 2025年 単位
長野市主催のスポーツ教室参加人数 市 人
連携スポーツイベント実施件数 市×各プロチーム 件
「プロスポーツや各種競技大会を観戦している」市民の割合 長野市市民アンケート ％
チケット販売額・チーム計 各プロチーム 11,322 万円
グッズ売上・チーム計 各プロチーム 8,001 万円
ホーム戦１試合平均観戦者数 各プロチーム 6,088 人
SNSフォロワー総数・チーム計 各プロチーム 人
HPアクセス総数・チーム計 各プロチーム アクセス
スポーツボランティア組織の」ボランティア数 市 人
プロチームと地元企業のコラボ商品開発点数・チーム計 各プロチーム 点

指標

インパクト指標
（地域における長期的な
社会・経済的な変化）

スポーツ人口率（成人が週１回以上スポーツや運動を実施した割合）
年間観戦者数・チーム計
経済波及効果・チーム計

アウトカム指標
（活動がサービスの受益者
にもたらした成果）

する

観る

つながる

アウトプット指標
（活動がもたらした
直接的な結果）

する

観る

つながる


